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１ 会議名 令和５年度 第２回長岡市スポーツ推進審議会 

２ 開催日時 令和６年３月22日（金）10：00～11：45 

３ 開催場所 さいわいプラザ４階 教育委員会会議室 

４ 出席者名 

委員：７名 

野口剛委員長、田中義昭副委員長、淡路弘幸委員、田

村万里子委員、野口富枝委員、三上徹人委員、石坂陽之

介委員 

長岡市スポーツ協会（オブザーバー）：２名 

樺沢常務理事兼事務局長、室賀事務局次長 

長岡市：10名 

伊藤市民協働推進部長、中山スポーツ振興課長、大矢

課長補佐、石川総括副主幹、渡辺係長、今井係長、坂井

主任、米山主事、名塚主事、豊田職員 

５ 欠席者名 
５名（中村真衣委員、猪又悦子委員、岩本久美子委員、 

   青木千恵子委員、佐藤研一郎委員） 

６ 議題 

１ 令和６年度主要事業の概要について 

２ 「支える」スポーツの新たな展開について 

３ 長岡市スポーツ施設ストック適正化計画（仮称）の

策定状況について 

４ 中学校部活動地域移行の進捗状況について 

  ｛部活動の地域移行 NEWS｝ 

   {各種説明資料の作成について} 

７ 審議結果の概要 議題１、２、３及び４について、協議の結果、承認した。 



８ 審議の内容 
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これより議題の審議を行います。 

 

(１)令和６年度主要事業の概要について（事務局説明） 

 

寺泊海浜公園の施設管理の形はどういう風にする予定か。 

 

 今現在業務を委託する部分も含め、基本的に支所地域の複合

した施設については、指定管理者制度の導入も視野に入れて考

えていく方向になっている。女子選手が増えてきている状況

で、まず安心安全に使える更衣室とトイレを先行して整備、そ

の後必要な海浜公園全体の状況を見ながら、管理の方法につい

てもあわせて検討していきたい。 

 

 寺泊体育館がなくなる。てらスポ！が管理する部分も結構あ

って、収入がなくなるのはものすごく大きい。施設管理で地域

にお金を落とすようなシステムも大事なのでは。それを切に願

う。受ける体制はある。 

  

 ニーズに沿ったハードの整備というのは重要。地元の総合型

で管理していただいているので、例えば管理期間の延長などニ

ーズに応じて夏場以外のところも幅広く使えるようなことが

ないか、海浜公園一帯の整備にどんなものが必要かもあわせ

て、当然ソフトの運営も含めて考えなければと思っている。 

 

予算確保配分が書いてあるが、一般財源ベースもあるとよ

い。できれば令和５年度の決算見込み額もついていた方が市と

して財源をキープしているのか、どの程度持ち出してハード事

業を行っているのかわかりやすいかなと思う。 

 

悠久山プールを今まで利用していた団体への支援という風

に受け取ったが、具体的にはどういう団体への支援か。 

 

 現在支援しているのは、悠久山プールを廃止した令和５年度

に利用していた団体の中で、その前段で青少年文化センター等

を利用していただいていた「長岡婦人水泳クラブ」「ＡＳクラ

ブ」「朗詠スイミングクラブ」「レディススイミング」の４団体
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になります。青少年文化センターを廃止する際に、悠久山プー

ルを使用したいとお話いただいたが、当時悠久山プールも活動

団体が多かったため、協議した上で県営プールに移転して活動

していただいていた。その後県営プールは、ＰＦＩ事業という

ことで業者選定の中で利用料を抑える措置を県と協議してい

たが、昨年度から指定管理制度に変わり、利用料等も非常に値

上がりした。県営プールで活動するには支援いただかないと継

続できないとの要望があり、この４団体に関して、プール使用

料について補助しているという状況。 

 

 アーバンスポーツの普及啓発の地域おこし協力隊、この活用

は具体的には。今もういる方か、それとも新たに。 

 

新たに令和６年度の７月以降に任用を予定している。これか

ら公募をかけるが、都内や関東などでアーバンスポーツなどの

イベント開催の経験のある方を想定しており、運営への助言や

受け手側の効果的な情報発信など、そういったところを期待し

ている。 

 

こういう人が、次の支えるスポーツの担い手になってくれれ

ばと思う。 

 

この eスポーツの施策はどこが。 

 

地域振興戦略部です。 

 

地域振興戦略部とスポーツ振興課と eスポーツの関係性は。 

 

地域振興戦略部、スポーツ振興課、それからＤＸ推進部、福

祉保健部それぞれやっているが、それぞれ事業の推進目的があ

る。スポーツ振興としては、スポーツの取組みの選択肢のひと

つとしてＩＣТの部分を取り込んで、より多くの方が関わるき

っかけにしたいという意味で取り組んでいる部分がある。寺泊

地域や栃尾地域も、その地域の活性化、交流人口の拡大を視野

に入れながら eスポーツを展開している。スポーツ振興課はス

ポーツ振興の立場で地域おこしや観光振興に繋がるような部

分も大切にしながら連携したい。 
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（議題） 

 

○○委員 

 

 

 

プラットフォームづくりには痴呆防止など言われているが、

総合型はデジタルや福祉、スポーツなどあらゆる分野に適して

いる組織なので、有効に使ってもらいたい。 

 

e スポーツは１年目の取組の中でスポーツ推進委員の方に

も研修で行ってきたが、対戦型のゲームなど能登地震の際に避

難所に持ち込み、画面を共有して身体的活動を一緒に行う中で

高齢者の血圧を下げたり、コミュニケーションが取れるような

効果も紹介されていた。出来る限り身体的活動を加えながら、

これまでも地域でやってきたような健康づくり体操のような

１つのツールに eスポーツの画面等を使用するなど、いろいろ

な展開が可能になってくると思う。２年目以降もどういうこと

ができるか、総合型スポーツクラブさんとも協議しながら、展

開していければと。 

 

運用が難しい、縛りがあるという話を聞いているが。 

 

 私どもが eスポーツ関連事業を行う時は、スポーツ少年団に

も登録していただいた e スポーツクラブというところがある

が、長岡技術大学にも eスポーツクラブが立ち上がっているの

で、そういう方とも連携しながらイベントのスタッフとして関

わってくれている。確かに持ち込み機材などは行政が用意する

となると、すごい経費になると思う。今のところ委託する形で

お願いしている。eスポーツの機器の整備は、今後の課題では

ある。 

 

令和６年度主要事業の概要について、承認することでよろし

いでしょうか。 

（反対意見なし） 

異議なしと認め、説明のとおり承認する。 

 

(２)「支える」スポーツの新たな展開について（事務局説明） 

 

子供の頃から支えるスポーツを体験することが出来る環境

が必要だと思ったのはなぜか。 
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現状スポ―ツ実施率を私どもスポーツ振興の中でも、「する

スポーツ」の振興というのをまず第１に考えてきたが、コロナ

禍の影響もあったのか、個人で楽しみたいという志向が市のア

ンケート結果から見えてきた。 

 

それは子供に限らずか。 

 

はい。10才以上を対象に3,000人を無作為抽出してアンケー

トを取ったが、その中で見えてきたのは何かしら関わりたいと

いう意見はそのままあるが、主体が個人になってきたなという

のが見えてきた。当然人口減が進んでいくと、これまで町内単

位でやっていたような運動会や行事の運営ができなくなり、そ

ういったことも影響があると思ったので、どういうニーズがあ

るかをもう一度模索していくという観点もあるが、まず今説明

した２つのコースを使うことにより、ボランティアとして支え

る部分、あるいは運営そのものに関わる中で、どういう形であ

ればニーズに沿ったスポーツの機会を設けられるかというこ

とも、中高生の段階から関わることによって自ら体感できると

思っており、そこからまずやってみることでアンケート結果に

もあったニーズが本当にどういうふうにあるのか、そしてこれ

を今後どういうふうにスポーツ振興につなげていくかという

ところも考えていく必要があるのかな、と思う。 

 

ありがとうございます。 

 今回の事業を通して得られたものを更に活かしていただけ

ればと思う。この事業で約200名の子供達にアクションができ

るということだと思うが、地域の問題として子供達が今いるス

ポーツ環境の各チームや団体の中に、競技力が高い選手が偉い

という、そういう価値観・雰囲気があるというところに大きな

問題がある。試合で大活躍する選手でなくても、それぞれの役

割があり、それを大事にしていこうという価値観を大人側がも

う少し意識を上げていくことで、200人に留まらず、非常に多

くの子供達がそれを支えるという喜びを生み出したりすると

思うので、そこから見えてくるものがあれば、是非啓発活動に

も活かしていただければと思う。 

 もう一点。このサポートコースで謝礼として「ながおかペイ」

500ポイントを用意したということだが、それはなぜか。 
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長岡市として、「ながおかペイ」を推進しているため。 

 

外発的動機につながりかねない手法だと思う。 

支える喜びはおそらく内発的な喜びを感じてほしいという

ところだと思うが、500円得られてしまうと中学生にとって500

円はたいした金額ではないのでしょうが、どうかな、と。本来

自分達がやりたくてやっているものに、外発的な、しかもお金

というわかりやすいものが入ってくると、本来の魅力がすり替

わってしまう可能性があるということを懸念点として申し上

げたい。 

 

中学校や小学校にもスポーツ委員というようなものがあっ

たのでは。 

 

委員会活動がある。 

球技大会の運営など、似たようなことは学校教育の中でやっ

ている。 

 

それとうまく連携できないか。 

 

学校の委員会とモデル的に何か連携するのはありかもしれ

ない。ただ子供達がやりたくてやっているのか、割り当てられ

てやっているのか。学校ではなく、スポーツ協会などを主体的

に、違うプラットフォームづくりで一つ役に立つかも。 

 

今の支える形でいえば、ローカルでは支所の職員が一応事務

局という形で支える側になっているが、その人材が適切なの

か。寺泊では半年で職員が変わるという。それが支える側にな

っているのかどうかということを、市役所という組織の中で職

員がイメージをきちんと持っているのか。そういうところが非

常に疑問。そこから始めてもらわないと、現場にいる人間は摩

擦が起こる。具体的には「シーサイドマラソン大会」の企画運

営等が特にそうだった。 

 

よくありますね。せっかく職員の人と仲良くなれたのに異動

してしまって、また１から人間関係づくりが入っていくという
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のは。 

 

組織的に支所の職員をあてにする、そういうプラットフォー

ムづくりは無理があると。ましてや、ローカルでは人口減少が

すごい。市の中でローカルを支える組織づくりというのも大事

なのでは。新たな組織づくりを考える必要があるのではないか

と思う。 

 

今回の異動の内示で、支所で「地域何とか」という職名があ

ったが、あれは。 

 

「地域づくり担当」です。今回の支所の見直し再編の中で、

今まで産業建設課があったが、地域振興・市民生活課と一つに

なった。ただ、地域の祭りやイベントはしっかり支所でも支え

ますというところで、産業建設課のおそらく課長あたりが地域

担当みたいな形で残った。 

 

そういうところがうまく機能すれば。 

 

今初めて聞いたが、新しい人が派遣されるのか。 

 

いやいや、組織の中で。 

 

市の中で２つから１つになったことによって、新たな課長と

いうわけにもいかないので、担当みたいな形になっている。委

員長が言うように、そういった方を活用するが、やはり人は変

わっていくものなので、あまり市の職員ばかり受けられない。

そこで今回支えるスポーツという中で、資料の３ページにもあ

るが、体制を見直しながら持続的に地域の活力を生み出してい

けるような体制もまた考えていきたい。 

 

そういう方を持続的にできれば。この前「てらスポ！10周年

事業」をやった。小学１年生だった子が高校生になっているが、

みんな指導者を知っているという。そういうのってものすごく

大事。 

 

地域のスポーツ推進委員の皆様方、まさに支える側の先頭を



 

 

 

副委員長 

 

 

委員長 

 

副委員長 

 

委員長 

 

副委員長 

 

 

 

委員長 

 

副委員長 

 

 

 

 

 

 

 

委員長 
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切っていると思うが、課題や人材集めだとか、そういった部分

で苦労されていることがあれば。 

 

スポーツ推進委員のなり手が、だんだん減ってきているのが

大きな問題。委託されてやっているが。 

 

主な理由は。 

 

やりたくないって方が多い。 

 

 人がなってないのでは。 

 

そう言われると非常に心が痛い。意気込みとか熱いものをも

って推進委員になっている方、一生懸命されている方もいる

が、そうでもない方もいる。 

 

させられているみたいな。 

 

そういう印象を受ける方もいる。そうすると、その地区はど

うなんだろうと不安もあるが、スポーツ推進委員全体の中で取

り組んでいくので、支えあいながらやっていくしかない。あと、

地区ごとにスポーツ推進委員を２名から３名選出してもらっ

ているが、定員を満たせない。山古志で言えば、人口減少に加

えて、そもそも若手がいない。そこを支えてくれるような若い

人たちがいなくて、高齢化している現状です。困ったことに。 

 

将来を見据えて市やスポーツ協会が取り組む、いわゆる若年

層への取組みというのは、長い目で見て当然ありだが、それは

それとして現実的に地域での取り組みをする上で一番縁の下

の力的な、そういう人材が今不足している社会的背景もある。

なので両方で啓発していく部分は必要かな、と。具体的に言う

と、面倒くさいなど皆さん仕事があるから嫌だ、駄目だという。

もうこれは大儀。時間は作ろうと思えばという部分があると思

うので、気持ちの持たせ方というか。 

 

スポーツ推進委員としての意義や、何かを見いだせない人が

多いのではないか。私はこういうふうに関わっているが、当然
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だろうという意義がある。 

 

昨日読んだ本に面白い言葉、恩送りという言葉があった。要

は、自分達は上からあらゆることに対して教わったが、代償は

払っていない。それを次の世代に同じことをする。習ったから、

今度は教えるという。お金ではない。 

 

昔は３年世話になったら６年返せと言われた。 

 

この地区で自分は育ててもらったから、恩返しをしようとい

う。順番だから。普通はやるだろうと。 

 

昔ながらの感覚はどうしても薄れてきている。共働きも当た

り前で、40代で出産も珍しくない。スポーツに限らず地域コミ

ュニティ、会社でも会社にまつわる業務じゃない部分のいろん

なものがあり、そういうものの維持が非常に難しくなってきて

いる背景があって、スポーツ推進委員もそうだと思う。支える

スポーツでは、これだったらやりたい、アナリストならやって

みたいとか。まずやりたいを入口にするのが魅力かなと思う。

いきなり運営に入りなさい、雑務をあれやれとなると、私はい

いですというふうになる。自分の好きや得意を活かしてスポー

ツに入ってもらうという中から、だんだん責任感が出てきて中

心人物になって、運営ややりたくないといっていた事も担って

くる人が出てくることに繋がり得る取組み、方向性かなと感じ

たが、そういう感じか。 

 

指導者側にも支えるニーズがあるという。よくスポーツ少年

団からお悩み相談受けるが、一緒に子供達と野球を楽しみた

い、勝たせろと言われたら「私では無理です。」とか。親子で

スポーツするんだったら教えたいとか。おそらく推進委員でも

役割があって、課題を明確にするとスポーツを通じた地域課題

の解決や、うちの地域の課題はこういうことなんだというニー

ズがあるのでは。 

 

ＳＮＳを発信するとか。今便利なアプリがある中で、例えば

スポーツ少年団では指導で精一杯で全然使えなかったりする

と思う。そういったところを少し手を貸したら、すごくありが
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たがられて、何となく引き込まれていくようなことが起こりそ

うだと思う。誰もいないからやってよ、指導者やってよ、運営

スタッフいないから月謝集めてよ、とか。そういうところを入

口にすると距離を取られてしまう。 

 

一番難しいのは人集めですね。イベントやるにしても、やり

ましょうと話がよくまとまるが。 

 

そうです。 

 

いざ、新たな人を集めてくださいとなると、「いやいや、私

には、そこまでするんだったらいいや。」で去っていく。 

 

大事なのは、こういう人たちが苦労しないで参加できるムー

ド作り。地域にスポーツというのはものすごく大事。そういう

正解をどうやって作るか。 

 

本当に教育の根幹のことを話されてると思っていて、この支

えるというのは、すごくいいなと私は思う。特に純粋な小中学

生の時から、こういうことは大事なんだということをそれとな

く楽しみながら教えてやるのは、本当に素晴らしいと思う。も

っと早くやるべきだったんだな、と。自分の部活動指導をしな

がら一番大事にしてきたが、レギュラーになれなくても、補欠

でも頑張れる、やることたくさんあるよという願いでやってき

たがやはり我々大人が意識改革をせねばならないというもの

を何したいっていう、そんな気持ちに子供達を持っていければ

とてもいい企画だなと思って、推進活動と思って参加させてい

ただきます。 

 

子供達が成長してスポーツ推進委員になろう、是非ともやり

たいというような流れになってくれれば。 

 

あとは老婆心ながらスポーツ推進委員の皆さん方にも、やる

気を起こしてもらえれば。 

 

いや、やる気はある。 

 



委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

（議題） 

 

 

委員長 

 

 

 

 

○○委員 

 

 

事務局 

 

○○委員 

 

事務局 

 

○○委員 

 

○○委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

それは失礼しました。 

時間が過ぎてきているので、承認を取って次に移りたいと思

います。 

 

「支える」スポーツの新たな展開について、承認することで

よろしいでしょうか。 

（反対意見なし） 

異議なしと認め、説明のとおり承認する。 

 

（３）長岡市スポーツ施設ストック適正化計画の策定状況に

ついて（事務局説明） 

 

点数化はわかったが、具体的にそれを実現させていくと言っ

たら、そこには見えない力があったり、そういう部分が当然で

てくると思って、なかなか機械的にいけばいいんだろうけど。 

あと、たまたま見てて、この体育館がなんでっていう。 

 

丸ごとではなくて、施設範囲。体育館全部やめるということ

を意味するわけではない。 

 

そうですね。 

 

この資料の要素の中に、観光は入っているのか。 

 

観光は含まれていない。 

 

世の中で大事な要素。どうして入っていないのか。 

 

私も委員として参加しているが、前回の審議会でもご報告し

た通り、非常に膨大な情報量と複雑なものをよくまとめられた

なというところで、事務局をはじめとするスポーツ振興課の皆

さんに大変苦労されたなというのがまず読み取れる資料です。

計画の策定は年度内になりまして、今年度中に計画をまず形に

するという非常に大きなミッションを成し遂げられるという

ことで大変苦労されたと評価できるというか、頑張ったなと思

う。人口減少という大きな逆風の中でどうにかしていかないと

いけない中で、複雑な観光まで要素があるのは、なかなか今年
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○○委員 

 

 

 

 

○○委員 

 

委員長 

 

○○委員 

 

委員長 

 

 

 

度中の委員さん、委員会の中で議論が尽くせたかというとどう

かなというところは、我々というか委員の１人としても不安な

部分がある。ストック適正化計画の策定委員会とはまた別の形

になるかもしれないが、そういった議論が尽くされていない部

分についても継続的に考えていってくださるということでし

たので、ここにスタートラインを引いてくださったことに感謝

して今後も進めていければいいなと。 

 

将来的には、「観光的要素」は入れないのか。 

 

今、○○さんからもあったように一旦ここで締めさせていた

だいて。ただ、これからどうしていくのかというところをまた

詰めないといけない。その部分において、○○委員がおっしゃ

るようなファクターを見ながら、見えない力に応じないような

形でしっかりとまた検討していきたい。 

 

 旅館をやっているが、必ず「体育館ありますか。」と言われ

ることが結構ある。中之島や三島を紹介するが、マイクロバス

で送迎するとか、合宿だとか、そういうスポーツ施設というの

は、観光にとって重要視される。大事な要素として取り上げて

ほしい。 

 

 非常にたくさん施設がある中で、点数を入れる項目があれも

これもになると、多分いつまでも決まらないと思う。数字のつ

くものしか評価しないというわけではない話だったので、別軸

の中で議論に入っていくものかなと認識している。 

  

 県営のプールはすごい観光資源でしょう。 

 

 すごいホテル潤ってます、合宿で。 

 

 だからこういう要素ってものすごい大事。 

 

と、いうことでそういう意味ではとりあえず基礎データがで

きたという。これから肉付けが徐々に入っていくということだ

ろうが、これはいつまでか。 
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（議題） 

 

 

○○委員 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大きな基本構想の流れの中で取り組んでいきたいと思って

いる。今も言ったように個別に修繕計画をどうするか、あるい

はそれに伴って残す施設が大体目途が見えてきた段階で、支所

地域の中でなかなか使用料が適切に徴収できていない部分を

どういうふうに新しい料金体系にして、段階的になると思いま

すがいつごろからご負担いただくかなど、総合的に見ながら。

ただ、ソフトもハードも含めて支所地域と合併して20年という

節目になってきているので、これまでの流れも見ながら、そう

遠くない形で作業を進めていきたいと思っている。 

 

 せっかく集めたデータなので時間はかかると思うが、古くな

って材料にならないなんてことのないように、是非お願いした

い。 

長岡市スポーツ施設ストック適正化計画の策定状況につい

て、承認することでよろしいでしょうか。 

（反対意見なし） 

異議なしと認め、説明のとおり承認する。 

 

（４）中学校部活動地域移行の進捗状況について（事務局説

明） 

 

 認定するクラブというのは、市教育委員会で認定するクラブ

と書いてあるが具体的にどういうイメージか。すでに既存の民

間スポーツクラブを想定しているのか、また別のものか。 

 

 地域クラブという言葉自体が、これまでのスポーツ少年団も

地域クラブという言い方をしていた。地域クラブというのが部

活動の地域移行を担うクラブを全国的に示すので、今回スポー

ツ協会と相談して、色分けしようということになった。その中

で認定というのが、中学校部活動と地域クラブの活動というガ

イドラインという基本方針、これを守るといったチームや団体

については認定して。何の認定かというと、運営主体となる全

ての事務的な手続きを一括で市の方で。実はスポーツ協会の方

に事務局を見ていただく形になるが、先般質問に答えられませ

んと言いましたが、そこはスポーツ協会に担っていただいて、

その中で入っていただくということになると、いわゆる事務的

な手続きを拡大しなくても入会から参加の有無、保険の加入、
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指導者の謝金など一括で行うという利点がある。しかも指導者

の報酬も人数に関わらず統一して出せる。そこに関しては、今

回部活動の地域移行なので、現在部活動でやっている種目をま

ず令和７年度はスタートとしてやっていく。それ以降に関して

は、希望するクラブや競技団体と個別に相談しながら、部活動

にない種目も入っていけるように。 

 

つまりＮＰＯ法人のスポーツジュニア指導をやっているク

ラブなどは、全然入ってこないという。運営主体はスポ―ツ協

会のいろんな種目、地域というのをたくさん置いていくイメー

ジなのか。既存のものとは混ざらない。既存のクラブが地域ク

ラブとして認定されることは想定されていないと。 

 

 場合によっては運営自体をもうそっちで事務方のことを全

部やっているというところも、今そういった形のクラブだと思

うが、その事務も一緒にやってもらいたいという形になってく

る可能性はある。そっちはそっちでやるとなった時に、実はそ

の地域クラブ以外のクラブは、以前お示しした図で三層に分か

れていろんなことがやりたいという層は、スポ―ツ協会で一覧

にしてまとめている中に、紹介していって入るような形をとっ

ていきたい。 

 今回あくまで部活動の地域移行ということをテーマにする

ので、まず中体連の種目をスタートにしている。 

 

例えば、バスケットボールに「大島・西」というエリアがあ

るが、「大島・西」という地域クラブが必要なわけですよね。

例えば「大島・西」担当のバスケのチームを認定した場合、「大

島・西」以外の中学生もこれまでは入れてたと思うが、この扱

いはどうなるのか。 

 

中学校体育連盟主催の大会に出るためには、広域から選手が

入っている場合、活動できる場があるにもかかわらず入ってい

る場合は強化を目的のクラブとなる。その場合は、中体連主催

の大会には出られない。選択肢として、中体連の大会に出なく

てもいいけど上を目指したい。トップチームのクラブのような

形、サッカーでありますよね。そういったところを選びたい人

はそっちを選んでください、という選択肢になっている。 
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 そうなると「大島・西」ではそんなに頑張りたくないという

か強化が第一ではない子供達は、やっぱりそのクラブとは別の

地域クラブがないと、ニーズが満たせないことになりますよ。 

 

地域クラブだが、そこまで目指したくないというか、トップ

を目指したい子達のものが、いわゆるクラブチームとしてやっ

ているものがサッカーにあるので。 

 

既存のクラブが地域クラブとして認定される際には、エリア

内の子供しか入会できなくなる、と。 

 

それは１つの条件になる。中体連の大会に出ているというこ

とが前提になってくる。 

 

わかりました。 

 

関係者と協議とあるが、関係者とは。 

 

スポーツ協議団体、それからスポーツ少年団、スポーツだけ

ではなく、文化もあるんですが。あとは総合型地域スポーツク

ラブ、保護者、概ね大体スポーツでいうとその辺り。 

 

総合型も入っているんだね。 

 

これまでエリアマネージャーの皆さんには年２回くらい協

議はしてもらっている。これを出してからは、まだ話をしてい

ないので、そういった場を設けようという話はしている。 

 

他の総合型で、中学校全員が会員になっているという所があ

る。その中で土日には、あらゆる総合型がやっている運動にも

無料で参加できる、そういうエリアもある。こういうのを見る

と何もしない、というルートもあるわけなので、どれくらいの

会費になるかわからないが、200円か300円か。受け皿的な方法

もあるので、そういうことも考えたらいいのでは。どれくらい

の会員になるかはわからないが、 
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そういった趣味程度にやりたいというのも含め、平日の部活

動はしばらく継続する形になるので、それがなくなった時点で

本当にそういう子供達をどうしなければいけないのか、令和７

年から協議を始める。 

 

最後に何か言いたいことがあれば。 

 

私もТ＆Ｆのコーチをしているが、今６年生が卒業するとい

うことで、大会に出る、また陸上やりたいという子供にはパン

フレットにもあるが、ネクストアスリートクラブのようなチー

ムに入らないとそういう大会には出られないという感じにな

ってくるので、お父さんお母さんとよく話し合って決めてくだ

さいと一応こう言ってある。また自分達でやりたいクラブが変

わってくるかもしれないが、いろんな形があると思っている。 

 

今日の審議会委員の欠席が多い気がするが、すごい違和感が

ある。 

 

一度設定した日にちを動かしてしまった状況もあって。２年

改選の時期で次の計画の策定ということも関わってくるので、

そこら辺も留意しながら、参加の日程調整についても、もう少

しきめ細かく丁寧にさせていただきたいと思っている。今日は

大変申し訳ございません。 

 

中学校部活動地域移行の進捗状況について、承認することで

よろしいでしょうか。 

（反対意見なし） 

異議なしと認め、説明のとおり承認する。 

  

以上で、審議を終わります。 

 

９ 会議資料   別添のとおり 

 


